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ハバー ド模型における軌道縮退効果
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近年､縮退したバンドを持つ強相関電子系が注目を集めている｡典型的な物質として知られて

いるマンガン酸化物やルテニウム酸化物においては､巨大磁気抵抗効果やトリプレット超伝導な

どの興味深い現象が観測されている｡また､重い電子的な挙動を示す遷移金属酸化物LiV204や

最近盛んに研究されているJ電子系ceTIn5(T-Rh,Co,Ir)においても軌道の自由度の重要性が

指摘されている[1,2,3,4]｡このように､上記の物質において縮退バンドが重要な役割をしてい

ることから､バンド間相互作用が金属的な性質にどのように影響を与えるのか明らかにする必要

がある｡

本講演では二重縮退したハバード模型を取り上げ､その低温における性質について議論した｡

ハミルトニアンは以下のとおりである｡

H - ∑tijCfMCiαg+U∑ niaTn硯 +U′∑nilqni2g′+J∑ sil･Si2, (1)
<t,)> iα t,J,J' t
α,q

i,U,U',Jはそれぞれ､サイト間のホッピング､バンド内のクーロン相互作用､バンド間クーロン

相互作用､バンド間交換相互作用を表す｡この縮退ハバード模型における金属相の安定性について

調べるため､動的平均場近似[5]を用いた｡ここでは､有効不純物問題を解くため､厳密対角化法

[6】ならびに量子モンテか レロ法[71を利用し､局所的な電子相関効果について正確に取り扱った｡
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左:繰り込み因子の等高線プロット｡右:U=3.0の時の状態密度の温度変化の様子.上から順にβ -1,2,4,8,16

その結果､U～U'の時､軌道自由度に伴うゆらぎにより金属相が安定化されることを明らかにし

た[8,9].さらに､帯磁率の温度変化の振る舞いを解析することにより､相図の上半面(U>U')

1E-mail:koga◎tp･ap･eng･osaka-u･acJp

ー 973 -



研究会報告

におけるMott絶縁体と右半面(U<U')におけるMott絶縁体との磁気的性質の違いを明らかに

したo交換相互作用の符号[強磁性(J<0)､反強磁性(J>0)]についても議論し､有効的な自由

度が系の金属的性質と深く関連していることを明らかにした[8】｡
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